
安中市合併10周年 「10周年 ふるさと安中 かがやく未来」　　
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主な内容

　P2	 機構改革に伴う組織および配置変更について
　P3  『私だけが知っている安中の”魅力”百選』募集
　P4	 竹林の管理に困っていませんか

　３月６日（日）に、地元住民や自主防災組織の皆さ
んをはじめ、国、県など防災関係各機関の参加による
安中市総合防災訓練が実施されました。震度7の地震
を想定し、情報収集、要救助者の救出、トリアージ、
土砂災害、炊き出し訓練などを行い、地域と行政機関
の防災力の連携強化が図れました。
※トリアージ：患者の重症度に基づいて、治療の優先度を決
定して選別を行うこと

トリアージを受ける参加者
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○名称変更
３月31日まで ➡ ４月１日から

法制課 ➡ 行政課

環境推進課 ➡ 環境政策課

環境推進課 環境衛生係 ➡ 環境政策課 環境推進係

産業部 ➡ 産業政策部

農林課 林政係 ➡ 農林課 林政鳥獣対策係

商工観光課 ➡ 観光課

地域振興課 ➡ 総務管理課

公立碓氷病院 総務課 ➡ 公立碓氷病院 総務企画課

○所属変更など
３月31日まで ➡ ４月１日から

企画課 女性政策係 ➡ 廃止（事務は市民生活課市民協働係の所管）

法制課 行政相談係 ➡ 廃止（事務は市民生活課相談支援人権係の所管）

市民部 安全安心課
（危機管理係、交通防犯係） ➡ 総務部 危機管理課（危機管理係、交通防犯係）

（消防団関連事務は安中消防署の所管）

安全安心課 消費生活センター ➡ 市民生活課 消費生活センター
福祉課 人権擁護係

（光陽館、ゆうあい館） ➡ 市民生活課 相談支援人権係（光陽館、ゆうあい館）

商工観光課 商工労働係 ➡ 地域創造課 商工労働係

地域振興課 振興係 ➡ 廃止（事務は観光課・地域創造課の所管）

住民課（市民係、税務保険係）
➡ 住民福祉課

（市民係、税務保険係、福祉子ども係、健康介護係）保健福祉課
（福祉子ども係、健康介護係）

学校教育課 松井田学校給食センター ➡ 教育委員会総務課 松井田学校給食センター

○新設（太字部分）
４月１日から 主な事務の内容

市民生活課 
市民協働係

市民協働、ＮＰＯ・ボランティア・
地域づくり団体の支援、男女共同
参画、国際交流に関することなど

市民生活課 
相談支援人権係

各種相談、若者支援、婚活、消費者
保護、人権擁護に関することなど

観光課 
施設管理係 観光施設の管理に関することなど

地域創造課 
地域政策係

空き家対策、定住促進、地域活性化
に関することなど

公立碓氷病院 総務
企画課 企画推進係

病院の経営・運営全般の企画推進
に関することなど

教育委員会事務局 
総務課 学校給食係 学校給食に関することなど

■配置の変更（４月４日（月）から）

■組織の変更など

機
構
改
革
に
伴
う
組
織

お
よ
び
配
置
変
更
に
つ
い
て

新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、
４
月
１
日（
金
）か
ら
組

織
の
変
更
や
新
設
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
４
日（
月
）

か
ら
庁
舎
内
の
配
置
を
変
更
し
ま
す
。

本庁舎 松井田庁舎



　

本
市
は
、
３
月
18
日
で
合
併
10

周
年
を
迎
え
、
改
め
て
「
ふ
る
さ

と
安
中
」
の
埋
も
れ
た
地
域
資
源

を
再
発
見
し
、「
安
中
の
魅
力
」
を

内
外
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
あ
な
た
の
目
で
発
見

し
た
「
安
中
の
魅
力
」
を
、
た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

■
募
集
作
品
の
内
容	

安
中
市
内
の
景
観
、
風
景
、
風
物
、

風
習
、
自
然
現
象
、
歴
史
的
人
物
、

偉
人
、
変
わ
っ
た
人
工
物
、
お
宝

品
、
遺
産
な
ど
。

た
と
え
ば
、「
珍
百
景
」的
な
も
の
、

設
置
場
所
に
合
わ
な
い
も
の
、
珍

し
い
商
品
や
道
具
、
不
自
然
な
造

形
・
動
作
を
す
る
も
の
な
ど
。
た

だ
し
、
す
で
に
安
中
市
史
や
文
献

な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
、

広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
選
定

外
と
し
ま
す
。

 

■
応
募
資
格	

市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

 

■
募
集
期
間	

４
月
１
日（
金
）～

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

 

■
応
募
方
法	

◦
プ
リ
ン
ト
写
真
、
電
子
デ
ー
タ

に
よ
る
写
真
画
像
ま
た
は
動
画

の
い
ず
れ
か
と
応
募
用
紙
の

セ
ッ
ト
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
プ
リ
ン
ト
写
真
で応

募
す
る
場
合
〕

◦
応
募
作
品
と
頁
下
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
デ
ー
タ
で
応
募
す
る
場
合
〕

◦
デ
ー
タ
の
フ
ァ
イ
ル
名
は
作
品

の
タ
イ
ト
ル
と
同
じ
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◦
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
保

存
し
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接

持
参
す
る
か
、
下
記
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
デ
ー
タ
と
応
募
用
紙

を
添
付
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
動
画
デ
ー
タ
の

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
の
提
出
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

は
、
頁
下
に
掲
載
し
て
い
る
ほ

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

■
応
募
上
の
注
意	

◦
応
募
作
品
は
１
人
に
つ
き
３
点

ま
で
と
し
ま
す
。

◦
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
、
使

用
権
が
第
三
者
に
帰
属
し
て
い

な
い
作
品
に
限
り
ま
す
。

◦
応
募
作
品
の
使
用
・
著
作
権
は
、

安
中
市
に
帰
属
し
ま
す
。

◦
被
写
体
の
肖
像
権
侵
害
な
ど
の

責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
。
万
が

一
、
第
三
者
と
紛
争
が
生
じ
た

際
は
、
応
募
者
自
身
の
責
任
と

費
用
負
担
に
よ
っ
て
解
決
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

◦
加
工
（
合
成
、
消
去
、
色
の
置

き
換
え
な
ど
）
し
た
作
品
の
応

募
は
不
可
と
し
ま
す
。

◦
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◦
応
募
者
の
個
人
情
報
は
、
応
募

者
へ
の
通
知
と
発
送
、
選
定
作

品
の
発
表
に
の
み
使
用
し
ま
す
。

 

■
選
定
・
公
表	

◦
選
考
会
を
開
催
し
、
選
定
作
品

を
決
定
し
ま
す
。

◦
同
一
対
象
の
応
募
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
一
点
を
選
定
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。。

◦
選
定
作
品
は
、
市
が
作
成
す
る

冊
子
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
掲
載
し
ま
す
。

◦
選
定
作
品
の
応
募
者
に
は
、
粗

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

 

■
応
募
・
問
合
せ
先	

〒
３
７
９-

０
１
９
２

安
中
市
役
所
企
画
課
企
画
調
整
係

（
☎
内
線
１
０
２
１
）

E-m
ail

：

anniv@
city.annaka.gunm

a.jp

『私だけが知っている

安中の“　 　”百選』魅力

『私だけが知っている安中の“魅力”百選』 応募用紙

フ リ ガ ナ
住　　所

氏　　 名

年　　　齢 電話番号

作品のタイトル

撮 影 場 所

コ メ ン ト
および説明

撮 影 時 期 年　　　　　月　　　　　日

募

集

安中市合併10周年記念事業
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対
象
と
な
る
取
り
組
み

　

市
内
に
竹
林
を
所
有
す
る
人
ま
た
は
委

任
を
受
け
た
人
が
、
自
主
的
に
行
う
竹
林

の
管
理
活
動

助
成
内
容

●
薬
剤
の
供
与

　

竹
１
本
当
た
り
10
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
薬

剤（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド
）

を
供
与
し
ま
す
。
原
則
と
し
て
供
与
対
象

と
な
る
竹
の
本
数
は
、
１
，
０
０
０
本
ま

で
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
竹
林
の
面
積

の
う
ち
５
０
０
㎡
の
範
囲
に
お
け
る
竹
に

限
り
、
追
加
で
認
定
で
き
ま
す
。

　

竹
の
本
数
を
数
え
る
の
が
困
難
な
場
合

は
、
一
般
的
な
竹
林
の
平
均
密
度
（
１
㎡

当
た
り
２
本
）
を
元
に
供
与
す
る
薬
剤
を

算
定
し
ま
す
。
供
与
は
、
予
算
が
な
く
な

り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
作
業
器
具
、
薬
剤
注
入
用
器
具
の
貸
与

　

薬
剤
を
竹
に
直
接
注
入
す
る
た
め
に
、

竹
に
穴
を
開
け
る
充
電
式
ド
リ
ル
お
よ
び

竹
に
薬
剤
を
注
入
す
る
薬
剤
注
入
用
器
具

を
貸
与
し
ま
す
。

　

器
具
を
貸
与
す
る
期
間
は
14
日
以
内
と

な
り
ま
す
。

●
竹
粉
砕
機
の
貸
与

　

伐
採
し
た
竹
を
粉
砕
す
る
竹
粉
砕
機
を

貸
与
し
ま
す
。
燃
料
代
や
運
搬
費
な
ど
利

用
に
係
る
全
て
の
費
用
は
、
貸
与
を
受
け

た
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
料
金
は
、
松

農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

貸
与
す
る
期
間
は
７
日
以
内
と
な
り
ま
す
。

遵
守
事
項

（
１
）
申
請
書
お
よ
び
借
用
書
に
記
載
し

た
使
用
内
容
以
外
の
目
的
に
使
用
し
な

い
こ
と
。

（
２
）
器
具
を
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検

を
行
い
、
安
全
に
使
用
す
る
こ
と
。
特

に
竹
粉
砕
機
を
使
用
す
る
場
合
は
、

ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、
保
護
服
な
ど
を
必

ず
着
用
す
る
こ
と
。

（
３
）
薬
剤
を
使
用
し
た
後
は
、
そ
の
範

囲
を
ロ
ー
プ
な
ど
で
囲
っ
た
う
え
で
、

竹
林
内
の
立
入
り
を
禁
止
す
る
と
と
も

に
、
竹
の
子
な
ど
が
食
べ
ら
れ
な
い
旨

を
表
示
す
る
こ
と
。

（
４
）
器
具
お
よ
び
薬
剤
の
使
用
中
の
事

故
な
ど
に
関
し
、
市
長
に
一
切
の
責
任

を
求
め
な
い
こ
と
。

（
５
）
貸
与
を
受
け
た
器
具
に
損
害
を
生

じ
さ
せ
た
場
合
は
、
直
ち
に
市
に
状
況

を
報
告
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
の
損
害

に
つ
い
て
市
か
ら
賠
償
の
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
請
求
に
応
じ
る
こ
と
。

（
６
）
駆
除
を
行
っ
た
後
の
竹
に
よ
っ
て

隣
接
地
に
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

申
請
方
法

　

松
農
林
課
林
政
鳥
獣
対
策
係
で
申
請

書
・
借
用
書
・
管
理
計
画
書
を
受
領
・
記

入
し
、
は
ん
こ
を
持
参
の
う
え
窓
口
で
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
薬
剤
供
与
の
場
合

・
竹
駆
除
用
薬
剤
供
与
申
請
書

・
竹
林
管
理
用
作
業
器
具
借
用
書

・
竹
林
管
理
計
画
書

・
位
置
図

・
竹
林
の
現
況
写
真
（
２
枚
以
上
）

●
竹
粉
砕
機
貸
与
の
場
合

・
竹
林
管
理
用
作
業
器
具
借
用
書

・
竹
林
管
理
計
画
書                

・
位
置
図

・
竹
林
の
現
況
写
真
（
２
枚
以
上
）

竹
林
の
管
理
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

近
年
、
竹
林
の
生
育
面
積
の
拡
大
と
そ
れ
に
伴
う
森

林
の
荒
廃
が
問
題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か

に
も
住
宅
地
や
農
地
で
は
地
下
茎
に
よ
る
隣
地
へ
の
侵

入
や
日
照
不
足
、
積
雪
に
よ
る
道
路
通
行
へ
の
支
障
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
住
環
境
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
市
民
が
自
主
的
に
行
う
竹
林
の
管
理
活
動

に
対
し
て
竹
を
駆
除
す
る
た
め
の
薬
剤
の
供
与
と
注
入

用
器
具
お
よ
び
竹
粉
砕
機
の
貸
与
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
▶
竹
に
注
入
す
る器

具
と
薬
剤

貸与する竹粉砕機
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❶ 

野
生
動
物
が
近
寄
ら
な
い

環
境
を
作
る

●
人
間
に
と
っ
て
商
品
価
値
の
な
い
も
の

や
、
く
ず
野
菜
や
生
ご
み
な
ど
で
も
野

生
動
物
に
と
っ
て
は
立
派
な
食
料
で

す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
を
自
宅
の
敷
地

内
な
ど
に
放
置
し
た
り
、
食
べ
ら
れ
る

よ
う
な
所
に
置
か
な
い
よ
う
心
が
け
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
す
際
も
回
収
日
の

朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
野
菜
、
果
樹
類
な
ど
の
収
穫
後
は
、
枝

を
切
っ
て
新
た
な
実
が
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
や
、
畑
の
隅
な
ど
へ
の
放

置
果
樹
も
無
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　

犬
や
猫
な
ど
の
餌
も
野
生
動
物
を
引
き

寄
せ
る
要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。
食
べ
残

し
の
餌
な
ど
は
速
や
か
に
片
付
け
て
く

だ
さ
い
。

❷ 

野
生
動
物
を
近
づ
け
な
い

●
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
は
、

知
ら
ぬ
間
に
人
家
の
屋
根
裏
や
物
置
に

住
み
着
い
て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
り
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
は
人
家
付
近
の
耕
作
放

棄
地
な
ど
が
絶
好
の
住
み
家
と
な
り
ま

す
。
普
段
か
ら
適
切
な
管
理
を
心
が
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
夕
方
か
ら
早
朝
に
か
け
て
は
活
動
が
活

発
に
な
り
ま
す
。
冬
期
は
特
に
暗
く
な
る

の
が
早
い
の
で
外
出
の
際
は
懐
中
電
灯

や
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
む
や
み
に
威
嚇
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
な
行
為
で
す
。
出
会
っ
て
し

ま
っ
た
際
に
は
速
や
か
に
そ
の
場
を
離

れ
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

有
害
鳥
獣
被
害
減
少
へ
の

協
力
の
お
願
い

●
現
在
、
市
で
は
狩
猟
期
間
外
に
お
い
て

有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
り
、
適
正
な
捕

獲
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
有

害
駆
除
期
間
内
で
の
捕
獲
檻
、
わ
な
な

ど
の
設
置
場
所
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
駆
除
だ
け
で
は
ど
う
し
て
も
完
全
な
被

害
の
減
少
と
い
う
訳
に
も
い
か
ず
、
捕

獲
檻
設
置
場
所
な
ど
に
も
安
全
上
制
限

が
あ
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
住

民
の
皆
さ
ん
で
の
自
己
防
衛
も
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
農
作
物
被
害
に
対

す
る
防
除
資
材
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す

の
で
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
平
成
22
年
度
の
制
度
改
正
に
よ
り
狩
猟

免
許
所
有
者
（
わ
な
猟
）
の
申
請
に
お

い
て
、
自
己
所
有
の
農
地
お
よ
び
管
理

地
に
限
り
捕
獲
檻
で
の
捕
獲
申
請
が
狩

猟
期
間
以
外
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
狩
猟
免
許
取
得
に
関
す

る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イノシシ　～餌を求めてどこまでも～
　野生の寿命は10～15才。子どもを春に産み栄養状態
がよければ非常に繁殖力が高くなります。非常に頭がよ
く、学習能力は犬なみ。音、光、においにはすぐ慣れま
す。夜行性ではないのですが、とても臆病であるため、
人のいない夜間に活動します。
　耕作放棄地や、遊休農地は絶好の住み家です。山に居
場所がないからイノシシは来るのではありません。里に
美味しいものがあるから来るのです。

有害鳥獣捕獲頭数の推移
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

イノシシ 430 338 445 281

アライグマ 104 109 167 167

ハクビシン 118 118 144 66

ニホンザル 8 8 12 22

被
害
を
防
ぐ
に
は

野
生
動
物
の
生
態
と

被
害
を
防
ぐ

　

市
で
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
11
月
の
狩
猟
解
禁

ま
で
の
間
に
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
に
よ
り
、
野
生
動
物

を
有
害
鳥
獣
駆
除
と
し
て
捕
獲
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
野
生
動
物
の
動

き
が
活
発
化
し
て
き
ま
す
の
で
、
農
作
物
の
被
害
や

住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
の
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

アライグマ・ハクビシン　～人間の身近に生息～
　イノシシと同様に子どもを春に産み、廃屋や倉庫、ま
れに人家の屋根裏などに住み家を作る。
　主に夜行性で手先が器用であるため、防護柵などでは
防ぎきれない場合もあります。食性は雑食性で人間の食
べるものであればほとんどのものを食べます。
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■介護保険料の減免
　災害などの特別な事情により保険料の納付が困難
なときは、保険料の徴収猶予や減免を受けられる場
合があります。また、特に生活が困窮し、保険料の
全額を負担することが困難なときは、保険料を減額
する場合があります。

■介護保険料を滞納した場合
　特別な事情もなく保険料の滞納が続いた場合、介
護保険サービスを利用するときに、未納の期間に応
じて、次の措置が講じられます。
◦1年以上滞納すると、介護保険サービスに係る費

用の全額をいったん自己負担し、申請によりあと
で保険給付分（9割または8割）が支払われる形
となります。

◦1年6カ月以上滞納すると、保険給付分の一部ま
たは全部が一時差し止められ、その中から滞納保
険料相当額が差し引かれる場合があります。

◦2年以上滞納すると、介護保険サービスに係る費
用の自己負担割合（1割または2割）が3割に引き
上げられ、高額介護（介護予防）サービス費など
の支給が受けられなくなります。

■40歳から64歳までの人（第2号被保険者）の
　介護保険料
　加入している医療保険ごとの算定方法にしたがっ
て決められ、医療保険料と合わせて納めます。
　65歳になった月（誕生日の前日の属する月）の
分から、医療保険料とは別に、直接市へ納付する方
法に変わります。

■介護保険料の納付
　特別徴収（年金からの天引き）と普通徴収（納付
書・口座振替）の2つの方法に分かれます。特別徴
収の人は、10月上旬頃までに決定通知書により、
普通徴収の人は、7月中旬頃までに納付通知書によ
り、確定保険料額をお知らせします。また、特別徴
収と普通徴収を併用する場合がありますので、ご注
意ください。
○特別徴収となる場合
◦老齢（退職）、遺族、障害年金の受給額が年間18

万円以上の人は、日本年金機構などの年金支払者
が、年金の定期支払（偶数月）の際に保険料を差
し引きます。

※ただし、年金の受給額が年間18万円以上でも、
次のいずれかに該当する人は、年金の受給が開始
または再開されるまでの間（6カ月から1年間）、
普通徴収となります。

◦年度途中で、65歳になった場合や他の市区町村
から転入した場合

◦年度途中で、年金の受給が始まった場合
◦年度途中で、保険料額が減額になった場合
◦年度途中で、保険料額が増額になった場合
◦年金の一時差し止めや支給停止になった場合
◦年金担保貸付金の返済が開始された場合
○普通徴収となる場合
◦上記の理由により、特別徴収の対象とならない人

は、市から送付される納付書により、市役所また
は指定金融機関で納めます。

◦口座振替を希望する場合は、納付通知書、預金通
帳、届出印をご持参のうえ、直接金融機関の窓口
にお申し込みください。振替開始の時期は、お申
し込みされた月の翌月納期分からとなります。

　

介
護
保
険
は
、
全
て
の
被
保
険
者
が
納
め
る

介
護
保
険
料
と
公
費
（
税
金
）
を
財
源
と
し
て
、

介
護
や
支
援
が
必
要
と
な
っ
た
被
保
険
者
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
被
保
険
者

自
身
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
仕
組
み
で
す
。

介
護
保
険
料
の

お
知
ら
せ

　

市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以
上

の
人
は
全
て
、
市
が
運
営
す
る

介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。
被
保
険
者
は
年
齢
に

よ
っ
て
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
と
第
２
号

被
保
険
者
（
40
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
人
）
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
保
険
料
の
決
め
方
や
納
め

方
が
異
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

ご
負
担
い
た
だ
く
保
険
料
は
、

介
護
保
険
事
業
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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　問合せ▶本介護高齢課介護保険係（☎内線１１８７）

　問合せ▶本健康づくり課保健指導係（☎内線１１７４）

　日頃から生活するための必要な筋肉を鍛えることは、疾病
予防を図るとともに健康でいる期間を延伸することにも繋が
ります。
　手軽にできる運動の継続的な教室に参加したいとの声が多
数あることから、このたび次のとおりの内容で教室を発足し
ます。ぜひ、お申し込みくださいますようご案内いたします。
日　程▶月２回　第２・４火曜日  午後１時30分～２時30分
会　場▶恵みの湯２階　トレーニングルーム
講　師▶健康運動指導士　渋川　貴子　先生
参加費▶2,100円（６回 ３カ月分）を前納していただきます。
　上記のほか入館料300円（恵みの湯フロントで毎回お支払いください）
　＊入館料は教室時間を含めて３時間の館内利用料となります。
　＊時間内の入浴、休憩も可能です。
持ち物▶ヨガマットまたはバスタオル、飲み物、タオルなど　　
定　員▶10人（申込み順）
申込み▶4月7日（木）午前8時30分から（参加希望者本人の電話受付のみ）
その他▶この教室は自主活動ですので、運営は参加会員の皆さんに行っていただきます。

■65歳以上の人（第1号被保険者）の介護保険料
保険料段階 対象者 保険料率 保険料額（年額）

第１段階

●生活保護受給者の人
●本人が老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民税非課税の人
●世帯全員が住民税非課税で、本人の課税年金収入額と合計所

得金額の合計が80万円以下の人

基準額×0.45 28,700円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、
本人の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が

80万円超120万円以下の人
基準額×0.75 47,700円

第３段階 120万円超の人

第４段階 本人は住民税非課税だが、
同じ世帯の中に住民税課税者
がおり、本人の課税年金収入
額と合計所得金額の合計が

80万円以下の人 基準額×0.90 57,200円

第５段階 80万円超の人 基準額 63,600円

第６段階

本人が住民税課税で、合計所
得金額が

120万円未満の人 基準額×1.20 76,300円
第７段階 120万円以上190万円未満の人 基準額×1.30 82,600円
第８段階 190万円以上290万円未満の人 基準額×1.50 95,400円
第９段階 290万円以上400万円未満の人 基準額×1.70 108,100円
第10段階 400万円以上700万円未満の人 基準額×1.80 114,400円
第11段階 700万円以上の人 基準額×1.90 120,800円

※保険料段階（保険料額）の決定は、算定の基礎となる市町村民税の課税状況確定後（6月以降）となります。

【低所得者の保険料軽減について】
第1～3段階については、平成29年度から、消費税による公費を投入した低所得者の保険料軽減が実施される
予定です。

平成28年度の日程表
４月12日、26日 ５月10日、24日
６月14日、28日 ７月12日、26日
８月９日、23日 ９月13日、27日
10月11日、25日 11月８日、22日
12月13日、27日 １月10日、24日
２月14日、28日 ３月14日、28日

自主活動組織 「バート倶楽部」
手軽にできる運動を一緒にしませんか
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市
で
は
次
の
と
お
り
、
児
童
・
福
祉
の

手
当
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
て
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
人
は
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
・
福
祉
手
当
て
の
ご
案
内

児童手当 本子ども課子ども育成係（☎内線1164）
松住民福祉課福祉子ども係（☎内線2153）

児童扶養手当 本子ども課子ども育成係（☎内線1164）
松住民福祉課福祉子ども係（☎内線2153）

特別児童扶養手当 本子ども課子ども育成係（☎内線1164）
松住民福祉課福祉子ども係（☎内線2153）

障害児福祉手当	 本福祉課障害福祉係（☎内線1154）
松住民福祉課福祉子ども係（☎内線2153）

特別障害者手当 本福祉課障害福祉係（☎内線1154）
松住民福祉課福祉子ども係（☎内線2153）
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サービス

事業者（本事業の協力理・美容店）が自宅を訪問してヘアーカッ
トを実施します。
このサービスの対象となるのはヘアーカットのみです。
利用者は、利用券を受領したあと、事業者との連絡調整が必要で
す。
なお、ヘアーカットの実施中は立会者が必要です。

対 象 者

【高齢者の場合】（①か②どちらかに該当）
①65歳以上の在宅高齢者であり、要介護認定における要介護度が

４または５の認定を受けている人
②65歳以上の要介護認定を受けている外出困難者で、１人暮らし

または同居者がいる場合であっても同居者が高齢や障害のため
に支援が得られない人

【障害者の場合】（①か②どちらかに該当）
①障害者手帳の交付を受けている在宅障害者であり、下肢機能障

害、体幹機能障害、視覚障害者の１級または２級の人
②重度の障害者手帳の交付を受けている外出困難者で、１人暮ら

しまたは同居者がいる場合であっても同居者が高齢や障害のた
めに支援が得られない人

利 用 券

申請によりサービスの利用決定を受けた
利用者には、右表のとおり単年度に４枚
を限度とした利用券を後日郵送します。
◦利用券１枚につき１回サービスを利用
　することができます。
◦利用券の有効期限は、交付を受けた年度の末日までです。
◦利用者本人以外の人がサービスを利用することはできません。

申請窓口

【高齢者の場合】　
◦本介護高齢課高齢者対策係　（☎内線１１８１）
◦松住民福祉課健康介護係　　（☎内線２１５２）

【障害者の場合】　
◦本福祉課障害福祉係　　　　（☎内線１１５９）
◦松住民福祉課福祉子ども係　（☎内線２１５４）

※詳細は各担当部署までお問い合わせください。

在宅訪問
理美容サービス
このサービスは、理・美容店に出向くことが困難な在宅の高齢者や障害者に対し、
自宅にて理・美容のヘアーカットサービスを受けることができる券を支給するものです。

市の窓口へ申請

利用券が後日郵送されます

事業者へ連絡

訪問日時の調整など

サービスの実施

自宅にてヘアーカット

お支払い

利用券と代金の支払い

　ご利用の流れ

４〜６月申請 ４枚
７〜９月申請 ３枚
10〜12月申請 ２枚
１〜３月申請 １枚
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賃上げの恩恵が及びにくい低年金受給者の支援のため、給付金を実施します。

●支給対象者　：　平成27年度分の住民税（均等割）が課税されていない人のうち、平成28年度中に65歳以上	
　　　　　　　　　となる人（昭和27年４月１日以前に生まれた人）が対象です。	

　　　　　　　　ただし、以下の場合は対象となりません。	
　　　　　　　　◦平成27年度分の住民税（均等割）が課税されている人に扶養されている場合
　　　　　　　　◦生活保護や中国残留邦人などに対する支援給付を受給している場合
　　　　　　　　◦給付金の支給決定がされる前に亡くなられた場合　　　　　　　　　　など

●支　給　額　：　１人につき　30,000円（１回限り）
●基　準　日　：　平成27年１月１日

表１ 【住民税が課税されない所得水準の目安（非課税限度額）】
（給与所得者） （公的年金等受給者）

非課税限度額
（給与収入ベース）

非課税限度額
（年金収入ベース）

単 身 ９３万円 単
身

6 5 歳 以 上 １４８万円
夫 婦 １３７．８万円 6 5 歳 未 満 ９８万円
夫婦子１人 １６８万円 夫

婦
6 5 歳 以 上 １９２．８万円

夫婦子２人 ２０９．８万円 6 5 歳 未 満 １４７万円

支　　　　給　　　　要　　　　件

低所得の高齢者向けの年金生活者等支援
臨 時 福 祉 給 付 金

平成27年度住民税（均等割）
が課税されていない人

◦扶養者が課税されている場合
◦生活保護の受給者　など以外

平成28年度中に65歳以上となる人

（昭和27年４月１日以前に生まれた人）

対 象 者

確認じゃ！高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）



安中市役所　☎382-111111

●申請・問合せ先
平成27年１月１日時点で住民票がある市町村が申請先となります。
安中市が申請先となる人は、下記窓口が給付金の申請窓口です。

本福祉課社会福祉係（☎内線1153）　　松住民福祉課福祉子ども係（☎393-7070（直通））

●申請受付期間
４月20日（水）～７月22日（金）　（土・日曜日、祝日を除く）
※郵送申請の場合、７月22日（金）必着

●提出書類
申請書（対象者と思われる人あてに、４月中旬頃郵送いたします。）

●原則として、申請期間外の申請や申請先と異なる市町村への申請は受け付けられません。
●申請期間などは、各市町村により異なります。安中市以外が申請先となる人は、事前にその市町村に問

い合わせるか、ホームページなどで確認してください。
●平成26年度および平成27年度に支給した給付金については、申請期間が終了しているため、受付でき

ません。

申　　　　請　　　　方　　　　法

ご　　　　　　注　　　　　　意

低所得の高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金対象者診断チャート

「
高
齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
装
っ
た

〝
振
り
込
め
詐
欺
〟や〝
個
人
情
報
の
詐
取
〟に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
（
の
職
員
）
を
か
た
っ
た
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審
な
郵
便
が
届
い
た
ら
、
迷
わ
ず
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま

た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
（
＃
９
１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申請時に
用意して
いただく
もの　　

本人確認書類
住民基本台帳カード、運転免許証、健康保険証、パスポートなどいずれかの写し
指定した口座が確認できる書類
金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）がわかる通帳またはキャッシュカードの写し

１．平成27年度分の住民税（均等割）は課税されていますか？

６番へ進んでください。（対象外）
いいえ はい

２．平成27年度分の住民税（均等割）が課税されている人に扶養されていますか？

６番へ進んでください。（対象外）
いいえ はい

３．生活保護などを受けていますか？

６番へ進んでください。（対象外）
いいえ はい

４．平成28年度中に65歳以上となりますか？（昭和27年４月１日以前に生まれましたか？）

６番へ進んでください。（対象外）
はい いいえ

５．低所得の高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金（30,000円）の支給対象となる可能性があります。

６．低所得の高齢者向けの年金生活者等支援臨時福祉給付金の対象ではありません。

確認じゃ！高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）



本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2016年4月1日号 12

入札期日 ７月27日（水）　受付開始：午後１時　入札開始：午後２時 場　　所 市役所本305会議室

そ の 他 物件の詳細と公売参加の手続については、市のホームページ、または、本収納課・松住民福祉課
に用意した「公売広報」をご覧いただき確認してください。

売却区
分番号 所　在　地

内　　　容 最低入札価額
（円）

公売保証金
（円）土地 土地面積（㎡） 建物 建物面積（㎡）

28-1 安中五丁目字城下 宅地3筆 計353.30 建物1棟 計119.24 2,710,000 280,000

28-2 松井田町八城字別所 畑1筆 300 － － 1,220,000 130,000

28-3 松井田町八城字別所 畑1筆 536 － － 2,170,000 220,000

28-4 松井田町八城字渡戸 宅地2筆 計326.99 － － 4,180,000 420,000

28-5 松井田町人見字新田 宅地2筆
畑2筆 計472.45 － － 5,180,000 520,000

28-6 松井田町二軒在家字中島 宅地2筆 計391.85 建物1棟 42.49 2,220,000 230,000

※直前に公売を中止する場合があります。事前に公売実施の有無を問い合わせてください。
※農地の場合、公売参加には農業委員会の発行する買受適格証明書が必要となります。

◎
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
押
え
）
を
強
化

し
て
い
ま
す

　

滞
納
処
分
と
は
、
市
が
滞
納
者
の
財
産

を
差
押
え
、
お
金
に
換
え
て
市
税
に
充
て

る
手
続
の
こ
と
で
す
。
預
貯
金
や
給
与
収

入
な
ど
、
支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
遊
興
費
や
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の

支
払
い
を
優
先
し
て
納
税
を
し
な
い
人
に

対
し
て
は
、
積
極
的
に
財
産
の
差
押
え
を

執
行
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
給
与
と
不
動

産
（
土
地
・
建
物
）
の
差
押
え
を
よ
り
強

化
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
を
滞
納
し
て
し
ま
い
、
市
が
勤
務

先
に
給
与
照
会
す
る
こ
と
に
よ
り
、
結
果

的
に
市
税
の
滞
納
の
事
実
が
勤
務
先
に
知

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
給
与
差
押
え

に
つ
い
て
は
、
完
納
に
な
る
ま
で
毎
月
取

立
を
し
ま
す
。
ま
た
、
不
動
産
の
差
押
え

後
も
納
税
に
つ
い
て
誠
意
が
無
い
な
ど
の

場
合
は
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

◎
市
税
に
滞
納
の
あ
る
人
に
対
し
て
は
、

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
還
付
金
を
全

て
差
し
押
さ
え
ま
す

　

確
定
申
告
を
し
た
こ
と
に
よ
り
所
得
税

が
還
付
に
な
る
場
合
、
市
税
に
滞
納
の
あ

る
人
に
つ
い
て
は
、
差
押
え
の
手
続
き
を

行
な
っ
た
う
え
で
、
全
て
市
税
に
充
当
し

ま
す
。
差
押
え
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、

本
人
の
承
諾
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

市
税
を
分
割
納
付
し
て
い
る
人
も
所
得
税

還
付
金
の
差
押
え
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
も
、
本
人
に
は
連
絡
せ
ず
に
差

押
え
を
執
行
し
ま
す
。

滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す

　問合せ▶本収納課収納整理係（☎内線１０８６）

差し押さえた不動産を公売します
～ ど な た で も 参 加 で き ま す ～

売却区分番号 28-4の物件

　

市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
を
公
売
し
、
入
札

に
よ
っ
て
売
却
し
ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付

建
物
2
件
、
土
地
4
件
の
計
6
件
の
不
動
産

が
公
売
対
象
で
、
売
却
代
金
は
市
税
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
例
年
11
月
に
近
隣
市
町
村
と

合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
単
独
で
の
不
動
産
公
売
と

な
り
ま
す
。

　

公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
公
売
広
報
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



安中市役所　☎382-111113

　

税
は
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮

ら
し
を
す
る
た
め
の
原
資
（
も
と
で
）

と
な
る
も
の
で
す
。
福
祉
や
医
療
・
健

康
対
策
、
ご
み
処
理
、
教
育
、
道
路
整

備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る

う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
財
源

で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
大
多
数
の
皆
さ

ん
が
納
期
内
に
納
税
し
て
い
ま
す
。
納

期
限
を
経
過
す
る
と
納
期
内
に
納
付
し

て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
延
滞
金
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

税
の
滞
納
に
対
し
て
は
、
督
促
状
の

発
送
な
ど
に
多
額
の
経
費
が
か
か
り
、

こ
れ
ら
の
出
費
や
税
収
の
遅
延
は
市
の

財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
税
の
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）」
は
皆
さ
ん

が
指
定
し
た
預
貯
金
の
口
座
か
ら
、市
税
・

保
険
料
な
ど
を
自
動
的
に
振
り
替
え
て
納

付
す
る
も
の
で
す
。
一
度
申
し
込
み
す
る

と
、
毎
年
自
動
的
に
引
き
落
と
し
に
な
る

た
め
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
全
確
実
に
納

期
限
日
に
納
付
で
き
ま
す
。

　

納
付
の
た
め
の
手
間
が
省
け
ま
す
の

で
、
日
ご
ろ
お
忙
し
く
時
間
の
取
れ
な
い

人
や
、
納
付
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難

な
人
に
は
、
と
て
も
便
利
で
安
心
で
き
る

納
付
方
法
で
す
。

◎
口
座
振
替
が
で
き
る
市
税
な
ど

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
、
市
営
住
宅
使
用
料
、
下
水
道

使
用
料
、
市
立
保
育
園
の
保
育
料
、
学
校

給
食
費
、
秋
間
み
の
り
が
丘
地
域
し
尿
処

理
施
設
使
用
料

◎
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
な
ど

群
馬
銀
行
、
群
馬
県
信
用
組
合
、
東
和
銀

行
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
、
中
央
労
働
金

庫
、
碓
氷
安
中
農
業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
費
の
自
動
払
込
（
口
座
振
替
）
の
手

続
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ

Ｑ
１
．
申
し
込
み
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

よ
い
の
で
す
か
？

Ａ
１
．
前
述
の
金
融
機
関
の
本
・
支
店
に

申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
通

帳
・
届
出
印
・
納
税
通
知
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
２
．
引
き
落
と
し
は
い
つ
か
ら
で
す

か
？

Ａ
２
．
申
し
込
み
を
し
た
月
の
翌
月
の
末

日
以
降
の
納
期
限
日
か
ら
開
始
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
３
．
納
期
限
日
に
残
高
不
足
で
振
替
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ａ
３
．
再
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市

税
の
場
合
は
後
日
送
付
さ
れ
る
「
督
促

状
兼
振
替
不
能
通
知
」
に
て
現
金
で
納

付
し
て
い
た
だ
く
か
、
本
収
納
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
４
．口
座
名
義
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。

Ａ
４
．
口
座
が
凍
結
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
市
税
の
場
合
は
後
日
送

付
さ
れ
る
督
促
状
ま
た
は
納
付
書
に
て

現
金
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
再
度
口

座
振
替
（
自
動
払
込
）
を
ご
希
望
の
場

合
は
改
め
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

左
表
の
対
象
税
目
に
つ
い
て
は
「
専
用

は
が
き
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
届

出
印
）
し
、
貼
り
合
わ
せ
、
郵
便
ポ
ス
ト

に
投
函
す
る
こ
と
で
口
座
振
替
（
自
動
払

込
）
の
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

対象税目

市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

国
民
健
康
保
険
税

取扱金融機関

群
馬
銀
行
、
群
馬
県
信
用
組
合
、

東
和
銀
行
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
、

中
央
労
働
金
庫
の
本
・
支
店
、
碓

氷
安
中
農
業
協
同
組
合
東
部
・
西

部
支
所
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

※
は
が
き
に
よ
る
口
座
振
替（
自
動
払
込
）

の
申
し
込
み
の
場
合
、
み
ず
ほ
銀
行
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
金
融
機

関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
の
窓

口
に
は
提
出
で
き
ま
せ
ん
。

　

専
用
は
が
き
は
、
口
座
振
替
（
自
動
払

込
）
を
利
用
し
て
い
な
い
人
の
納
税
通

知
書
に
同
封
し
て
い
る
ほ
か
、
本
収
納

課
、
松
住
民
福
祉
課
の
窓
口
に
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

市
内
外
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
も
納
付
書

を
使
っ
て
市
税
の
納
付
が
で
き
ま
す
。
時

間
や
曜
日
を
気
に
せ
ず
、
い
つ
で
も
納
付

で
き
大
変
便
利
で
す
。
な
お
、
領
収
書
は

納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
重
要
な
書
類

で
す
。５
年
間
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病
気
、

事
業
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど
の
や
む
を
得

な
い
事
情
や
、
多
重
債
務
な
ど
に
よ
り
市

税
の
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

一
括
納
付
が
難
し
い
場
合
に
は
、
分
割

納
付
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
、
納
付
で
き
な
い
理
由
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

●
夜
間
納
税
相
談
窓
口

　

市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
左
表
納
期
限
日
に
夜

間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日

5
月
2
日（
月
）

時

間

午
後
8
時
ま
で

場

所

本
収
納
課

専
用
は
が
き
で
も
口
座
振
替
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替

（
自
動
払
込
）を
お
す
す
め
し
ま
す

納
税
が
困
難
な
人
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
放
置
せ
ず
、早
め
に
相
談
を

市
税
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
も
納
付
が
で
き
ま
す

納期内納付のご協力ありがとうございます

　問合せ▶本収納課収納整理係（☎内線１０８４）
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対
象
者
▼

①
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
…
昭
和
56

年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
安
中
市

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
国
民
健
康

保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

（
１
世
帯
２
人
ま
で
）

②
高
齢
者
人
間
ド
ッ
ク
…
市
内
に
住
所
を

有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る
人

※
①
、
②
と
も
に
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
で
該
当
し
て
い
る
人
が
対
象
。

自
己
負
担
金
▼
１
４
，
０
０
０
円

（
検
診
費
３
７
，
６
０
０
円

−

市
助
成
２
３
，
６
０
０
円
）

※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、
眼
底
検

査
を
実
施
し
ま
す
が
、
自
己
負
担
金
は

同
じ
で
す
。

※
50
歳
以
上
の
男
性
に
つ
い
て
は
、
人
間

ド
ッ
ク
負
担
金
と
は
別
に
５
０
０
円

（
70
歳
以
上
は
無
料
）
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
と
前
立
腺
が
ん
検
診
が
同
時
に

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
追
加
分
は
全
額
自
己
負
担
と
は
な
り
ま

す
が
、Ｃ
Ａ
１
９
―
９（
膵
臓
が
ん
マ
ー

カ
ー
）
検
査
他
、
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検

査
な
ど
が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
下
表
の
安
中
市
人
間
ド
ッ
ク
実

施
協
力
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

受
診
期
間
▼

６
月
１
日（
水
）～
11
月
30
日（
水
）

※
40
歳
未
満
の
人
・
75
歳
以
上
の
人
は
12

月
ま
で
。

受
付
場
所
・
期
間
▼

○
安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
・

　

松
住
民
福
祉
課

　

４
月
19
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
本
国
保
年
金
課
・
松
住
民
福
祉
課

　

４
月
20
日（
水
）～
26
日（
火
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
、
日
曜
日
を
除
く
）

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
申
し
込
み
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
時
に
持
参
す
る
も
の
▼

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
・
高
齢
者
人

間
ド
ッ
ク
と
も
に
受
診
す
る
人
の
保
険

証
、
は
ん
こ

注
意
事
項
▼

　

検
診
費
助
成
が
決
定
し
た
人
で
も
、
検

診
日
当
日
ま
で
に
、
安
中
市
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
で
市
外
に
転

出
し
た
場
合
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
と
の
重
複

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
。
万
一
、
重
複
受
診

し
た
場
合
に
は
、
受
診
費
用
を
全
額
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　問合せ▶本国保年金課国保係（☎内線１１１３）・松住民福祉課税務保険係（☎内線２１６０）

　

市
で
は
、
安
中
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
お
よ
び
市
内
に
住
所
を

有
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に「
日
帰
り
人
間
ド
ッ

ク
」
を
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
次
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

す
る
と
、
特
定
健
康
診
査
〔
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
〕
を
受
診
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
40
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人
で
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
該
当
す

る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
後
日
、

特
定
保
健
指
導
利
用
券
と
利
用
案
内

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

年
に
一
度
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

日 帰 り 人 間 ド ッ ク 募 集 の お し ら せ

平成28年度安中市人間ドック実施協力医療機関
医療機関名 住　　　所 電話番号

ア ミ ヤ 医 院 原市1431-3 385-1511

有坂内科医院 安中1-29-1 381-0485

公立碓氷病院 原市1-9-10 385-8221

櫻井内科医院 郷原130-5 385-8551

正 田 病 院 安中1-16-32 382-1123

須 藤 病 院 安中3532-5 382-3131

医療機関名 住　　　所 電話番号

田 口 医 院 松井田町松井田372 393-1731

藤 巻 医 院 松井田町松井田556 393-1324

堀 口 医 院 安中2-9-15 381-0229

本 多 病 院 鷺宮205-1 382-1255

松 井 田 病 院 松井田町新堀1300-1 393-1301

みやぐち医院 原市3875 384-1126

（50音順）



安中市役所　☎382-111115

―
リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
―

第61回

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
利
用
し
た

架
空
請
求
に
気
を
つ
け
て

　

携
帯
電
話
の
着
信
履
歴
に
電
話
す

る
と
、
自
動
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
始

ま
り
、
架
空
請
求
や
個
人
情
報
を
取

得
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま

す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
事
例
】

　

携
帯
電
話
に
着
信
が
あ
っ
た
の
で
、
か
け
直
す
と
「
動
画
コ
ン

テ
ン
ツ
に
登
録
し
、
料
金
を
滞
納
し
て
い
る
。
支
払
わ
な
け
れ
ば

民
事
訴
訟
を
起
こ
す
」
と
い
う
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
た
。

　
「
料
金
を
知
り
た
い
方
は
１
を
、
心
当
た
り
の
な
い
人
は
２
を
」

と
言
わ
れ
た
の
で
「
２
」
を
押
し
た
と
こ
ろ
、電
話
が
つ
な
が
り
、

い
き
な
り
名
前
を
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
、
先
方
の
名
前
を
尋
ね
た

ら
電
話
を
切
ら
れ
た
。
電
話
の
内
容
に
心
当
た
り
が
な
い
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
非
通
知
や
見
知
ら
ぬ
電
話
番
号
に
出
た
り
、
か
け
直
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆「
訴
訟
を
起
こ
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
不
安
に
な
っ
て
も
、
決
し
て

金
銭
の
要
求
に
応
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
覚
え
の
な
い
請
求
は
無

視
し
ま
し
ょ
う
。

☆
他
に
も
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
使
っ
て
、
公
共
機
関
名
を
か
た
っ

た
り
、
給
付
金
の
支
給
な
ど
と
い
っ
て
、
個
人
情
報
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。
疑
問
や
不
安
を
感
じ
た
と
き
、
相

手
に
は
連
絡
せ
ず
、
ま
ず
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
た
ら
、

早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
▼
安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２
―
２
２
２
８
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

ドウガコンテンツ…
…リョウキンタイノウ

？

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

平
成
27
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ 

入
選
作
品

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
理
念
は
「
男
女
同

権
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
男
女
同

権
が
実
現
す
る
か
ら
こ
そ
社
会
に
男
女
が
共
同
で
参

画
で
き
る
の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
の
住
む
群
馬
県
に
は
「
か
か
あ
天

下
」
と
い
う
言
葉
が
古
く
か
ら
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

家
族
の
中
で
女
性
が
威
張
っ
て
い
る
と
い
う
悪
い
意

味
の
言
葉
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
よ
う
な
男
性
優

位
の
時
代
で
も
女
性
が
独
立
の
気
概
に
富
み
、
男
女

対
等
意
識
を
持
っ
て
創
っ
て
き
た
上
州
の
精
神
文
化

を
称
え
る
言
葉
と
し
て
現
在
で
は
語
ら
れ
て
い
ま

す
。
群
馬
、
つ
ま
り
上
州
は
古
く
か
ら
養
蚕
、
製
糸
、

織
物
産
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
上
州
の
農
家
や
商
人
の

家
庭
の
経
済
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
産
業

に
は
女
性
の
力
が
欠
か
せ
ず
、
故
に
他
地
域
と
比
べ

女
性
の
家
庭
に
お
い
て
の
経
済
的
独
立
性
が
相
当
高

い
地
域
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
「
か
か
あ
天
下
」

つ
ま
り
「
男
女
平
等
、
夫
婦
対
等
」
の
気
概
を
育
み

ま
し
た
。
経
済
的
独
立
性
と
い
う
の
は
、
男
女
同
権

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
だ

と
い
う
こ
と
を
徳
富
蘇
峰
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

が
明
治
に
安
中
で
発
行
さ
れ
た
「
西
毛
時
事
」
に
掲

載
さ
れ
た
文
章
の
中
で
、
上
州
の
気
風
を
見
て
言
っ

て
い
ま
す
。
も
し
も
男
女
間
で
得
ら
れ
る
収
入
な
ど

の
経
済
的
平
等
が
実
現
さ
れ
な
い
の
な
ら
ば
、
例
え

ば
家
族
の
在
り
方
や
発
言
権
が
戦
前
の
日
本
と
同
じ

よ
う
な
男
性
主
体
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
男
女
同

権
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
人
々
の
意
識
の
上
で
は
実

現
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
日
本
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
時

が
経
ち
ま
す
が
、
ま
だ
社
会
の
方
に
課
題
が
あ
り
ま

す
。
英
誌
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
に
よ
る
と
女
性
が
企

業
な
ど
の
組
織
の
中
で
昇
進
し
て
ゆ
く
と
ぶ
つ
か
る

「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」
指
数
で
日
本
は
世
界
２
位
。
つ

ま
り
女
性
が
社
会
の
重
要
な
位
置
に
男
性
と
同
じ
割

合
で
参
画
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
法
的

に
は
男
女
同
権
は
実
現
さ
れ
て
い
る
は
ず
な
の
に
な

ぜ
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
社
会
を
構
成
す
る
男
女
の
意

識
上
で
は
男
女
同
権
が
十
分
に
実
現
し
て
い
な
い
か

ら
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。
法
律
上
は
男
女
同
権
が
実

現
し
ま
し
た
。「
人
々
の
意
識
の
上
で
の
男
女
同
権
」

も
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
厚
生
労
働
省
に
よ
れ
ば

日
本
の
女
性
全
体
の
収
入
の
平
均
は
男
性
の
そ
れ
の

約
７
割
（
平
成
25
年
度
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
話
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
男
女
の
経
済
的
平
等
と
社
会
の
意
識
上

で
の
男
女
共
同
参
画
実
現
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
話

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
か
つ
て
の
上
州
の
姿
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
敢
え
て
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
人
を
雇
用
し
た
り
人
事
を

考
え
る
企
業
等
の
組
織
に
関
わ
る
人
々
が
こ
の
こ
と

を
さ
ら
に
よ
く
認
識
し
、
徹
底
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
男
女
の
経
済
格
差

を
解
消
し
て
ゆ
く
、
こ
れ
が
今
の
日
本
で
男
女
共
同

参
画
社
会
を
人
々
の
意
識
の
上
で
も
完
全
に
実
現
す

る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

参
考
文
献
：
志
村
和
志
郎
『
新
島
襄
と
か
か
あ
天
下
』

上
毛
新
聞
社
事
業
局
出
版
部　

２
０
１
３
年

問
合
せ
▼

本
市
民
生
活
課
市
民
協
働
係
（
☎
内
線
１
２
０
７
）

高
校
生
・
一
般
の
部　

最
優
秀
賞

上
州
か
ら
学
ぶ　

新
島
学
園
高
等
学
校
３
年

　
　

湯
川　

哲
至　
　



松井田文化会館 安中市文化センター
今月のピックアップ 今月のピックアップ

催し物
ガイド

本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2016年4月1日号 16

（３月11日現在の情報です。
  詳細はお問い合わせください。）

平成28年度の催し物について
　平成28年度  松井田文化会館自主事業は、安中市合

併10周年記念事業および松井田文化会館開館20周年

記念事業と併せ、今まで以上にたくさんの市民の皆さ

んに観て、聴いて、楽しんでいただけるような『特別

な』催し物を企画しています。

　また、松井田公民館では年間を通して各年齢層向け

に各種講座・教室などを行っていく予定です。

　詳細については「広報あんなか」や「ポスター・チ

ラシ」、「ホームページ」などで順次、お知らせしてい

きます。

　今年度も松井田文化会館の催し物、松井田公民館の

各種講座にご期待ください。

　皆さんのご来場、ご参加をお待ちしています。 

４月１日から５月15日までのスケジュール

大
ホ
ー
ル

カラオケ発表会
　4月3日（日）　10:00～17:00　入場：無料
　問合せ：安松カラオケ愛好会　萩原

（☎090-3246-5362）

小
ホ
ー
ル

無料法律相談会
　4月2日（土）　10:00～16:00　入場：無料
　問合せ：群馬司法書士会（☎027-224-7763）
スプリングコンサート
　4月17日（日）　14:00～15:00　入場：無料
　問合せ：安中市立松井田東中学校（☎393-1122）

ギ
ャ
ラ
リ
ー

花展
　4月9日（土）～10日（日）　10:00～17:00
　（10日は16:00まで）　入場：無料
　問合せ：華道家元池坊高崎支所
　松井田楓会池坊グループ　上原（☎393-1245）

平成28年度　「市民の茶席」
　伝統文化を多くの皆さんに触れていただく一環とし
て、西毛茶道会のご協力により、「市民の茶席」を開
催しています。茶道未経験の人もお気軽にご参加くだ
さい。
時　間▶午前10時～午後３時
参加費▶無料
申込み▶不要

月 日 曜日 場所 流派

４ 16 土
文化センター
２階茶室

表千家流

６ 18 土 表千家流

10 15 土 表千家流

11 未定
土

安中体育館
江戸千家

日 裏千家

12 17 土
文化センター
２階茶室

煎茶道東阿部流

２ 未定 土 表千家流

３ 未定 土 江戸千家

※11月は市民展、２月はスプリングフェスティバル、
３月は早春フェスティバルと同時開催です。  

４月１日から５月15日までのスケジュール

ホ
ー
ル

群馬大正琴友の会 安中支部
「すてきな仲間コンサート」

　4月3日（日）　13:00～15:30　入場：無料
　問合せ：群馬大正琴友の会安中支部（☎381-2107）
安中地区敬老会
　4月14日（木）　9:30～12:00　入場：関係者
　問合せ：安中公民館（☎382-7641）
第18回安中西毛地区高校演劇祭
　5月1日（日）　9:40～17:00　入場：無料
　問合せ：新島学園中学校高等学校演劇部　大嶋

（☎381-0240）
西毛恵謡会　民謡民舞発表大会
　5月15日（日）　9:00～16:30　入場：無料
　問合せ：西毛恵謡会（☎381-2622）

学
習
室
な
ど

市民の茶席（表千家流）
　4月16日（土）　10:00～15:00
　会場：2階茶室　入場：無料
図書読み聞かせ
　4月23日（土）　14:00～15:00
　会場：図書館幼児コーナー　入場：無料
　問合せ：安中市図書館（☎381-0529）
市民パソコン教室
　4月2、7、9、14、16、21、23、28、30日（木、土）
　5月12、14日（木、土）
　13:30～15:30　会場：２階パソコン室　入場：無料

問
合
せ

松井田文化会館　☎３９３−４４００
午前８時30分〜午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問
合
せ

安中市文化センター　☎３８１−０５８６
午前８時30分〜午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください



生涯学習だより
安中市教育委員会

安中市役所　☎382-111117

No.118

平
成
26
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

人
権
問
題

安
中
市
立
第
二
中
学
校

２
年　

原
田　

隼
汰

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

相
手
に
は
反
省
も
し
な
が
ら
、
感
謝
も
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
今
回
、
僕
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
書
こ

う
と
思
っ
た
大
き
な
き
っ
か
け
は
、
授
業
で
人
権

に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
の
中
で
ビ
デ
オ
を
見
た
か

ら
で
す
。「
外
国
人
の
人
権
」
や
「
部
落
差
別
」、

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
相
手
の
心
を
傷
つ
け
る
た

め
の
凶
器
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
実
際
に

凶
器
を
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
体
験
の
あ
る
僕
が
、

そ
の
凶
器
が
い
か
に
相
手
の
心
を
傷
つ
け
て
し
ま

う
か
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

し
っ
か
り
と
そ
の
人
の
心
を
守
る
た
め
に
、
凶
器

を
つ
く
ら
な
い
環
境
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
学
校
全
体
で
協
力
や
助
け
合
い

を
し
、
笑
顔
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
増
や
し
て
い
っ

た
り
、
誰
も
が
相
談
に
乗
れ
る
く
ら
い
に
団
結
力

を
高
め
た
り
と
、
身
近
な
こ
と
か
ら
始
め
て
い
く

こ
と
で
、
自
分
へ
の
自
信
が
湧
い
て
く
る
だ
け
で

な
く
、
弱
気
に
な
っ
た
自
分
の
気
持
ち
を
立
て
直

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
周
り

の
環
境
も
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、「
こ
れ
か
ら
の
努
力
が
大
切
な
ん
だ
。」

と
、
僕
は
思
い
ま
す
。
こ
の
環
境
を
変
え
る
た
め

の
努
力
は
、
た
っ
た
一
歩
だ
と
し
て
も
、
大
き
な

一
歩
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
僕
は
思
い
、
日
々

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。　

　
（
お
わ
り
）

問
合
せ
▼
松
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
内
線
２
２
４
４
）

集会所実施事業受講生募集
八城集会所（安中市松井田町八城441）

上段：教室名
下段：講師名（敬称略） 実施日 開講日

手芸教室
中山光枝

毎月
第1・3月曜

4月18日（月）
午前9時30分～

舞踊教室
粕川ヒロ子（大多摩流）

毎月
第1・3木曜

4月21日（木）
午後２時～

書道教室
増田文子

毎月
第1・3月曜

4月18日（月）
午後１時30分～

生花教室
仲百美子（池坊）

毎月
第2・4火曜

4月26日（火）
午前9時30分～

※都合により、一部日程が変更になる場合があります。

下増田集会所（安中市松井田町下増田2056-7）

上段：教室名
下段：講師名（敬称略） 実施日 開講日

手芸教室
中山光枝

毎月
第2・4月曜

4月25日（月）
午前9時30分～

舞踊教室
君波道子（西川流）

毎月
第1・3水曜

4月20日（水）
午後７時～

書道教室
増田文子

毎月
第2・4月曜

4月25日（月）
午後１時30分～

詩吟教室
藤巻明子

毎月
第1・3火曜

4月19日（火）
午後1時30分～

生花教室
伊藤和子（大和花道）

毎月
第1・3水曜

4月20日（水）
午前9時30分～

※都合により、一部日程が変更になる場合があります。

募集人数▶各教室とも25人	 　受講費用▶無料（材料費などは除く）
受付期間▶４月１日（金）～７日（木）（土・日曜日を除く）	 　
申込み・問合せ▶松生涯学習課生涯学習係（☎内線２２４６）

◀
舞
踊
教
室

◀
詩
吟
教
室



学
習
の
森
だ
よ
り

本＝本庁舎　松＝松井田庁舎　谷＝谷津庁舎　ク＝碓氷川クリーンセンター　ス＝スポーツセンター 2016年4月1日号 18

№120

平成27年度
「文化財愛護ポスター」

優秀作品（敬称略）
松阪 菜々子（安中二中2年）

問合せ▶安中市学習の森　ふるさと学習館
Tel. 027-382-7622  Fax. 027-382-7623　
Mail：furusato@des.city.annaka.gunma.jp

　

こ
の
屏
風
は
髙
林
五
峰
が
72
歳
の
時
の
作
品

で
、
教
育
勅
語
の
一
文
の
「
智
能
ヲ
啓
発
シ
」

と
「
進
テ
公
益
ヲ
広
メ
」
を
漢
文
で
書
い
た
も

の
で
す
。
屏
風
裏
貼
紙
に
よ
れ
ば
、
昭
和
７
年

４
月
８
日
（『
安
中
小
学
校
沿
革
誌
』
で
は
同

年
２
月
17
日
）
に
清
水
岩
次
郎
が
安
中
小
学
校

に
寄
贈
し
た
も
の
で
す
。

　

髙
林
五
峰
【
１
８
６
１
～
１
９
３
５
】
は
下

後
閑
村
出
身
の
書
家
髙
林
二
峰
の
長
男
で
、
本

名
を
寛
、
字
は
子
栗
と
い
い
ま
す
。
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
書
家
で
、
日
本
美
術

協
会
幹
事
長
や
日
本
書
道
会
顧
問
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。
代
表
的
な
作
品
と
し
て
は
上
毛
新
聞

の
題
字
が
あ
り
、
こ
れ
は
五
峰
27
歳
の
時
の
作

品
で
す
。

　

４
月
29
日（
金
・
祝
）よ
り
開
催
す
る
春
季
企

画
展
「
安
中
の
書
」
に
て
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
、
安
中
市
で
は
山
中
義
矩
氏
よ
り
安
中
市
郷
原
の
書
家
山
中
節
一
（
義
峰
）

氏
【
１
９
１
４
〜
２
０
０
８
】
が
収
集
さ
れ
た
書
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
山
中
節
一
氏
収
集
資
料
を
中
心
と
し
た
安
中
市
所
蔵
の
書
を
展
示
し
ま

す
。
主
な
作
品
と
し
て
は
板
鼻
の
川
島
蘭
洲
、
後
閑
の
髙
林
二
峰
・
五
峰
父
子
、

原
市
の
山や
ま
も
と
ゆ
う
し
ょ

本
有
所
・
五い
そ
が
い
さ
ど
う

十
貝
莎
堂
、
後
閑
の
徳
野
大
空
な
ど
の
書
家
の
作
品
、
ま
た
、

教
育
者
の
荒
木
寅
三
郎
・
中
島
信
虎
の
揮
毫
の
書
額
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
四
月
二
十
九
日（
金
・
祝
）～
五
月
二
十
二
日（
日
）

　
　

時　

間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　
　

場　

所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館　

　
　

入
館
料
▼
大
人
：
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
：
無
料

　
　
　
　
　
　

団
体
（
20
人
以
上
）：
80
円

　
　

休
館
日
▼
火
曜
日
（
た
だ
し
5
月
3
日
は
開
館
）、

　
　
　
　
　
　

5
月
6
日（
金
）、
11
日（
水
）、
12
日（
木
）、
13
日（
金
）

   「
安
中
の
文
化
財
」

二
曲
一
双
銀
屏
風

　

髙た
か
ば
や
し
ご
ほ
う

林
五
峰
書

  

昭
和
７
年（
１
９
３
２
）



で

き

ご

と

い

ろ

い

ろ

で

き

ご

と

い

ろ

い

ろ

安中市役所　☎382-111119

　１月31日（日）に、安中体育館で第10回安中市上
毛かるた大会が開催され、市内13地区の予選を勝
ち抜いた150人が出場し、真剣なまなざしで熱戦を
繰り広げました。

安中市上毛かるた大会

　１月23日（土）に、市民健康公開講座が松井田文
化会館で開催されました。イムス太田中央総合病院
消化器・腫瘍センター長を勤め、ピロリ菌感染症、
消化器がんの診断のスペシャリストである大和田進
先生を講師として招き、「胃がんにならないために
は…」と題して行われました。参加した皆さんは真
剣に耳を傾けていました。

健康公開講座を開催

　２月３日（水）に、市内の保育園や幼稚園で鬼退治
が行われました。安中市商工会、安中市松井田商工
会の青年部が鬼に扮し、園を訪れました。園児たち
は、勇敢に鬼に立向かい退治することができまし
た。退治した鬼と仲良くなったあと記念撮影などを
行いました。

園児による鬼退治

　市内の小・中学校で行っている、いじめ防止子ど
も会議が１月28日（木）に、市役所松で開かれ、児
童、生徒および関係者など約100人が集まりまし
た。「いじめ防止活動の取組の輪を市内の全校に広
げよう」をテーマとして、今まで行ってきた活動を
発表したり、今後の活動のテーマを話し合って決め
たりするなど、いじめをなくすために真剣に取り組
む姿が見られました。

いじめをなくすために

　九十九地区生涯学習センター改築事業が完了し、
同センターの落成記念式典が２月２日（火）に開催さ
れました。式典では、来賓による祝辞や、地元団体
によるアトラクションなどが行われ、にぎやかな式
典となりました。

九十九地区生涯学習センターが完成



で

き

ご

と

い

ろ

い

ろ

で

き

ご

と

い

ろ

い

ろ
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　２月５日（金）に、市役所本で、長野県軽井沢町と
災害時の連携強化を目的とした、災害時相互応援協
定を締結いたしました。災害が発生した際には、食
料や飲料水、応急措置に必要な物資の運搬や提供な
どのほか、さまざまな事項において相互に応援活動
を行います。

災害時相互応援協定を締結

　原ひさえさん（西上秋間）が100歳の誕生日をむ
かえられ、お祝い品が贈られました。これからもお
元気にお過ごしください。

100歳おめでとうございます

　２月２日（火）から３月21日（月・振）まで、五料の
茶屋本陣でひな人形展が開催されました。毎年にぎ
わう同展では、約1,000体ものひな人形を展示して
おり、３日（水）には、松井田細野小学校３年の児童
が訪れ、ひな人形を前に歓喜していました。

優雅に着飾るひな人形を前に

　２月７日（日）に、市民マラソン大会が開催されま
した。全部で12クラスに分かれ、ファミリーの部
から一般の部まで458人が出場し健脚を競いまし
た。

市民マラソン大会を開催

２月６日（土）・７日（日）に松井田文化会館（写真左）で、13日
（土）に安中市文化センター（写真右）で、スプリングフェスティ

バルが開催されました。両会場とも手作り制作体験ができる趣向を凝らした催し物が行われたり、郷土料理
の試食があったりと会場は訪れた人たちでにぎわいました。

スプリングフェスティバル



市民インフォメーション 市民インフォメーション

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou@city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
☎382－1111　FAX381－0503

安中市役所

市民
インフォメーション

information

安中市役所　☎382-111121

お め で と う ご ざ い ま す
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五
月
人
形
展

　
　
　

を
開
催

　

市
教
育
委
員
会
で

は
、
恒
例
の
五
月
人
形

展
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。
ご
家
族

で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

日　

時
▼
４
月
19
日（
火
）～
５
月
15
日（
日
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場　

所
▼
五
料
の
茶
屋
本
陣

（
松
井
田
町
五
料
５
６
４
番
１
）

観
覧
料
▼
大
人
２
１
０
円　

小
人
１
０
０
円

休
館
日
▼
毎
週
月
曜
日

（
休
日
と
重
な
っ
た
場
合
は
、
翌
日
休
館
）

問
合
せ
▼
文
化
財
保
護
課
文
化
財
活
用
係

（
☎
３
８
２
‐
７
６
２
２
）

今
月
か
ら
広
報
紙
の

　

発
行
回
数
が
３
回
か
ら
２
回

に
変
わ
り
ま
す

　

今
ま
で
毎
月
３
回
（
１
月
は
２
回
）
の
広
報

紙
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
経
費
節
減
、
事
務
効
率
改
善

の
た
め
、
広
報
あ
ん
な
か
を
１
回
、
お
し
ら
せ

版
を
１
回
の
月
２
回
の
発
行
と
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
広
報
あ
ん
な
か
は
毎
月
１
日
号
、

お
し
ら
せ
版
は
毎
月
15
日
号
と
し
て
発
行
い
た

し
ま
す
。

問
合
せ
▼

本
秘
書
課
広
報
広
聴
係
（
☎
内
線
１
０
１
４
）

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は
お
済
み
で
す
か

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
軍
人
、
軍
属
な
ど
の
遺

族
に
対
し
て
支
給
す
る
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に

手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

国
債
の
名
称
▼第

十
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券
「
い
」
号

支
給
内
容
▼
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

支
給
対
象
者
▼
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
序
に
よ

る
先
順
位
の
遺
族
一
人

①
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
人

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
に
生
計
を
共
に
し
て
い
た

父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
（
婚
姻
や
養
子
縁

組
に
よ
り
、
27
年
４
月
１
日
現
在
で
氏
が
変
わ
っ
て

い
る
人
は
除
き
ま
す
）

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹

⑤
①
～
④
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
を
共
に
し
て

い
た
人
に
限
り
ま
す
）

請
求
期
限
▼
平
成
30
年
４
月
２
日（
月
）

そ
の
他
▼
請
求
の
際
に
、
請
求
書
へ
の
個
人
番
号
の
記

入
の
ほ
か
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
ま
た
は
個
人

番
号
の
「
通
知
カ
ー
ド
」、
身
元
確
認
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
手
続
先
・
問
合
せ
▼

本
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
☎
内
線
１
１
５
２
）

松
住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
４
）

春
原　

力
さ
ん

（
松
井
田
町
松
井
田
）

あいことばは 「いかのおすし」  ～子どもを犯罪から守りましょう～

子どもたちの周辺には、危険がたくさん潜んでいます。不審な人や車を見かけたり、声をかけられたりした
ときは、先生や家の人などに知らせるよう指導するなど家族で子どもの安全について話し合いましょう。

いか…知らない人に
　　　ついていかない

の…他人の車にのらない お…おおごえを出す す…すぐ逃げる し…何かあったらすぐ
　　しらせる
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行事カレンダー	 ４月１日→５月15日

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。

休館のご案内
恵みの湯	 4/5・19　5/6
峠の湯　	 4/12・26　5/10
鉄道文化むら　	 4/5・12・19・26　5/10
文化センター	 （※は図書館のみ休館です）
　	 4/5・12・19・26・28※　
	 5/3・10
文化会館　	 4/4・11・18・25・30　5/2・9
碓氷川熱帯植物園	 4/5・12・19・26　5/6・10

スポーツセンター	 （※は温水プールのみ休業です）
　	 4/4・11※・18・25※　
	 5/2・6・9・10・11
学習の森　　　（※はふるさと学習館のみ休館です）
　	 4/5・12・19・26・28※　
	 5/6・10・11・12・13
いきいき長寿センター　4/4・11・18・25　
	 5/2・6・9・10・11・12

日 曜日 行　　事　　名

 ４月

1 金

2 土
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

3 日
◦本市民課休日窓口
　8:30～12:00

4 月

5 火

6 水

7 木
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

8 金

9 土
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

15 金

日 曜日 行　　事　　名

16 土

◦市民の茶席
　文化センター　10:00〜15:00
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

17 日
◦本市民課休日窓口
　8:30～12:00

18 月

19 火
◦五月人形展（～5/15）
　五料の茶屋本陣　9:00～17:00

20 水

21 木
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

22 金

23 土

◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30
◦図書読み聞かせ
　安中市図書館　14:00～15:00

24 日

25 月
◦第４回農業委員会総会
　本　11:00～

26 火

27 水

28 木
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

29 金
◦ふるさと学習館春季企画展
　「安中の書」（～5/22）
　学習の森　9:00～17:00

30 土
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

日 曜日 行　　事　　名

 ５月

1 日
◦本市民課休日窓口
　8:30～12:00

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土
◦安政遠足前夜祭
　文化センター　11:00～

8 日
◦碓氷関所まつり　10:10～
◦安政遠足侍マラソン大会
　武家長屋前スタート　8:00～

9 月

10 火

11 水

12 木
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

13 金

14 土
◦市民パソコン教室
　文化センター　13:30～15:30

15 日
◦本市民課休日窓口
　8:30～12:00
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安中市役所　☎382-111123

４　　月 ５　　月
１日 Ｄ・Ｍ・Ｒ 16日 Ａ・Ｔ・Ｖ １日 Ｉ・Ｊ・Ｏ
２日 Ｃ・Ｅ・Ｎ 17日 Ｍ・Ｘ・Ｙ ２日 Ａ・Ｆ・Ｐ
３日 Ｈ・Ｑ・Ｗ 18日 Ｃ・Ｇ・Ｋ ３日 Ｌ・Ｍ・Ｓ
４日 Ｉ・Ｏ・Ｚ 19日 Ｄ・Ｒ・Ｗ ４日 Ｃ・Ｔ・Ｖ
５日 Ｆ・Ｐ・Ｕ 20日 Ｅ・Ｎ・Ｚ ５日 Ｗ・Ｘ・Ｙ
６日 Ｂ・Ｌ・Ｓ 21日 Ｈ・Ｕ・Ｑ ６日 Ｇ・Ｋ・Ｚ
７日 Ｊ・Ｔ・Ｖ 22日 Ｂ・Ｉ・Ｏ ７日 Ｄ・Ｒ・Ｕ
８日 Ａ・Ｘ・Ｙ 23日 Ｆ・Ｊ・Ｐ ８日 Ｂ・Ｅ・Ｎ
９日 Ｇ・Ｋ・Ｍ 24日 Ａ・Ｌ・Ｓ ９日 Ｈ・Ｊ・Ｑ
10日 Ｃ・Ｄ・Ｒ 25日 Ｍ・Ｔ・Ｖ 10日 Ａ・Ｉ・Ｏ
11日 Ｅ・Ｎ・Ｗ 26日 Ｃ・Ｘ・Ｙ 11日 Ｆ・Ｍ・Ｐ
12日 Ｈ・Ｑ・Ｚ 27日 Ｇ・Ｋ・Ｗ 12日 Ｃ・Ｌ・Ｓ
13日 Ｉ・Ｏ・Ｕ 28日 Ｄ・Ｒ・Ｚ 13日 Ｔ・Ｖ・Ｗ
14日 Ｂ・Ｆ・Ｐ 29日 Ｅ・Ｎ・Ｕ 14日 Ｘ・Ｙ・Ｚ
15日 Ｊ・Ｌ・Ｓ 30日 Ｂ・Ｈ・Ｑ 15日 Ｇ・Ｋ・Ｕ

相 談 案 内 	 ４月１日→５月15日

行政相談
　本　4/7・21　5/12　9時～11時30分
　松　4/4　5/2　13時30分～16時
無料法律相談
　本　4/1・15　5/6　13時～16時
　※要電話予約　本市民生活課（☎内線1207）
人権相談
　本　4/21　13時30分～15時30分
　松　4/15　13時30分～15時30分
家庭児童相談
　電話相談・面接相談（本子ども課）
　月〜金曜日（祝日を除く）　9時〜16時
　※要電話予約　本子ども課（☎382-8005）
健康相談（生活習慣病・育児・栄養相談など）
　本　月〜金曜日（祝日を除く）　8時30分〜17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
妊婦健康相談（母子手帳交付）
　本・松　月〜金曜日（祝日を除く）8時30分〜17時15分
　※要電話予約　本健康づくり課（☎内線1174）
消費生活相談
　消費生活センター（本敷地内）
　月〜金曜日（祝日を除く）9時〜16時（☎382-2228）
労働相談
　本　第１・３火曜日　13時30分〜16時
　※要電話予約　本市民生活課（☎内線1207）
無料税務相談
　4/6　13時～16時
　※要電話予約　本税務課（☎内線1061）
　　　　　　　　松住民福祉課（☎内線2161）

障害者相談
　知的・身体障害者相談（本・松）
　月〜金曜日（祝日を除く）8時30分〜17時15分
　精神障害者相談（ヌアリーベ　☎380-5385）
　月〜土曜日（祝日を除く）10時〜18時
青少年相談
　電話相談・面接相談（松青少年センター）
　メール相談（seishonen@city.annaka.gunma.jp）
　月・火・水・金曜日（祝日を除く）　9時〜14時
　※要電話予約（☎393-4777）
介護相談・認知症相談
　電話相談・面接相談（本・松）
　月〜金曜日（祝日を除く）　8時30分〜16時
　※要電話予約　本介護高齢課（☎内線1189）
　　　　　　　　松住民福祉課（☎内線2151）
心配ごと相談
　地域福祉支援センター（☎382-8397）
　毎週木曜日（祝日を除く）　９時〜11時30分
　松　第９会議室
　毎週月曜日（祝日を除く）　13時30分〜16時
青色申告記帳相談
　安中商工会（☎382-2828）
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜12時
　松井田商工会館（☎393-1411）
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜17時
交通事故相談
　安中交通安全協会
　月〜金曜日（祝日を除く）　９時〜16時
　※要電話予約（☎382-0211）

給水管修理当番業者（4月1日〜5月15日）

本庁市民課 休日窓口開設日平成28年度　安中市各種検診について
　今年度の安中市の各種検診については、５月末頃、対象者全員に受
診シールを送付する予定です。また、今年度から個別検診を受診する
女性（40・45・50・55・60・65・70歳）を対象とした骨粗しょう症
検診が始まります。これまで市の検診を受けたことがない人も、ぜひ
この機会に検診を受けましょう。
詳細は、本健康づくり課（☎内線1172）までご連絡ください。

４月３日・17日　５月１日
午前８時30分～正午
業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の発行

上水道と簡易水道の給水管の修理は、業者で行っていますので
漏水などの修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。 【安中市管工事協同組合 ☎３８５－４４０１】

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
Ａ 今川設備 382-9433 Ｎ ㈲武美工業 382-5061
Ｂ ㈲入沢電気商会 382-1609 Ｏ ㈲田中工作所 385-4126
Ｃ 碓氷設備 381-2730 Ｐ ㈱半田組 385-8374
Ｄ ㈲内堀設備工事 393-0157 Ｑ ㈲福美商事 381-0293
Ｅ ㈲金子屋商店 393-0332 Ｒ ㈲松本住設 385-6278
Ｆ ㈲黒須設備工業 381-1148 Ｓ ㈱茂木設備 381-6616
Ｇ 群栄工業㈱ 393-1012 Ｔ ㈲山田タイル工業 381-0075
Ｈ 児玉工業㈲ 393-3118 Ｕ ㈱ヤマハチ・クボニワ 381-0435
Ｉ ㈲佐藤商店 395-2323 Ｖ ㈱ユタカ 385-7647
Ｊ 佐藤燃料㈱ 381-1111 Ｗ オオカワラ住器 382-1987
Ｋ ㈲渋谷設備 381-1262 Ｘ 反町備工 384-2058
Ｌ ㈲ジーワイ燃設 382-2891 Ｙ 第一設備工業㈲ 385-8769
Ｍ ㈲須藤工業 388-1178 Ｚ ㈱フェニックス 382-5262

健康通信
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人口と世帯 日本人住民 外国人住民
男 女 男 女

安中地域 22,497 23,161 160 218 合　計 60,174人
松井田地域 6,843 7,218 26 51 世帯数 24,478
合　計 29,340 30,379 186 269 （平成28年2月末日現在）

2016
（平成28年）

4月1日号
vol.121

皆さんの声をお待ちしております
　市役所本、松、各地区の公民館・生涯
学習センターに、皆さんの声をお聞きす
るため、「市民の声」を投函できるポスト
を配置しております。

　昭和40年代に、ムード歌謡で一世風靡し、ラブユー東京、たそがれの銀座、さ
よならは五つのひらがな他、数々のヒット曲でおなじみのロス・プリモスをお迎え
し、記念コンサートを開催することとなりました。ぜひお楽しみください。
日　時▶６月19日（日）午後１時30分～（開場：午後１時）
場　所▶安中市松井田文化会館　大ホール
チケット▶全席自由　前売2,500円　当日3,000円
出演者▶ロス・プリモス
友情出演▶峰たかし（元ロス・プリモス）、後藤りゅうじ （元ロス・インディオス）
※ロス・プリモスを安中に呼ぶ会（木村、吉本）、松井田文化会館の窓口にて、
　チケット好評販売中。

主催・問合せ▶ロス・プリモスを安中に呼ぶ会 　木村（☎090-3141-0576）、吉本（☎382-3205）

L I V E安中市合併10周年記念チャリティコンサート「ロス・プリモス安中公演」

日本マラソン発祥の地安中市で行われる、ユニークで楽しい侍マラソン
の写真コンテストを行います。安中市文化センターを出発し、くつろぎ
の郷をゴールとする関所坂本宿コースと、熊野神社をゴールとする峠コー
スがあり、29キロメートルにもおよぶシャッターチャンスがあります。どうぞ奮ってご応募ください。
■写真コンテストの対象
安政遠足前夜祭全般の写真（５月７日（土）午前11時から文化センターなどを会場）
安政遠足（５月８日（日）午前８時に文化センターを出発する全コースの写真）
■応募サイズ
手焼き四つ切プリント・ダイレクトプリント四つ切（ワイド四つ切は不可）、
デジタル銀塩プリント
■締め切り
６月24日（金）（当日消印有効）
■応募先
フジカラープロフォトセンター取扱店、ス体育課
■賞
優　勝	 １人	 賞金 30,000円　賞状
準優勝	 ２人	 賞金 10,000円　賞状
第３位	 ３人	 賞金　5,000円　賞状
入　選	 ５人	 賞金　3,000円　賞状
佳　作	 10人	 賞金　2,000円　賞状
特別賞		  記念品　賞状
■応募規定
①応募枚数に制限はありません。
②応募作品には必ず、応募票を貼付（セロテープ貼り不可）

し、必要事項の記入をお願いします。
③入賞作品の使用権は主催者側に属します。
④入賞通知を受けた人は、必ずネガおよびリバーサルの提出をお願いします。デ

ジタルカメラの人はCDにコピーしてください。画像データの解像度は四つ切
サイズで300DPI以上でJPEGファイルでお願いします。

⑤返却希望の人は、返却用封筒に切手が貼ってあるものに限ります。（郵送で応
募した場合のみ）

⑥応募作品は未発表のものに限ります。
⑦落選作品の返却は応募店からとなります。
■駐車場　安中市文化センターおよびその周辺には駐車場がありません。車での来場はご遠慮ください。
■発　表　平成28年８月下旬　入賞者は直接通知します。
■展　示　本および松のロビー、翌年度の前夜祭会場。また市ホームページに掲載します。
■主　催　安政遠足前夜祭実行委員会　安政遠足保存会　安中市教育委員会
■後　援　群馬県写真材料商組合　（株）フジカラープロフォトセンター群馬営業所
問い合わせ▶ス体育課（☎382-2500）　フジカラープロフォトセンター（☎327-5882）

あなたの作品、ご応募ください

第42回安政遠足写真コンテスト

第４２回安政遠足写真コンテスト

画　題

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　職　業

取扱店

男
女

ふりがな

   こちらの応募票に記入し、
   作品の裏に貼付してください。

安中市合併10周年記念



納期限

市　　税 介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

国民年金保険料
※１…１年前納　
※２…６カ月前納
※３…２年前納　

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

軽
自
動
車
税

市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）

国
民
健
康

保

険

税

（
普
通
徴
収
）  

平
成
28
年

５月２日（月）
※１…28年4月分～29年3月分
※２…28年4月分～28年9月分
※３…28年4月分～30年3月分

５月31日（火） １期 全期 28年4月分

６月30日（木） １期 28年5月分

８月１日（月） ２期 １期 １期 １期 28年6月分

８月31日（水） ２期 ２期 ２期 ２期 28年7月分

９月30日（金） ３期 ３期 ３期 ３期 28年8月分

10月31日（月） ※２…28年10月分～29年3月分

10月31日（月） ３期 ４期 ４期 ４期 28年9月分

11月30日（水） ４期 ５期 ５期 ５期 28年10月分

12月26日（月） ４期 ６期 ６期 ６期
  

平
成
29
年

１月４日（水） 28年11月分

１月31日（火） ７期 ７期 ７期 28年12月分

２月28日（火） ８期 ８期 ８期 29年1月分

３月31日（金） 29年2月分

５月１日（月） 29年3月分

平成28年度市税等納期限一覧表

※口座振替の人は、預金残高の確認をお願いします。
※公的年金からの天引き（特別徴収）に該当している人は年金支給時に差し引かれます。



◎市税・介護保険料・国民年金保険料・後期高齢者医療保険料について
　・納期限内に必ず納付されますようお願いいたします。
　・口座振替もご利用ください。
　・不明な点がありましたら、お気軽に下記までご相談ください。
	
◎市税・介護保険料・後期高齢者医療保険料は、次の場所で納めることが

できます。
　市役所本庁、松井田庁舎、群馬銀行、東和銀行、しののめ信用金庫、群

馬県信用組合、中央労働金庫、碓氷安中農業協同組合、みずほ銀行、ゆ
うちょ銀行・郵便局（関東地方および山梨県所在で納期限内に限る）

　※市税のみ主なコンビニエンスストア（バーコード付納付書のみ）も可
	
◎国民年金保険料は、全国の主な金融機関とコンビニエンスストア（一部

店舗を除く）で納められます。そのほか、クレジットカードでもお支払
いができます。

	
◎次のようなときは国民健康保険に関する届出をお願いします。
　・国民健康保険に加入していた人が勤め先の健康保険に加入したとき
　・退職などにより勤め先の健康保険をやめたとき
　・家族が転居や転出をしたとき

安中市役所　☎３８２－１１１１
本庁舎 松井田庁舎

市 県 民 税 …… 税務課市民税係（内線1064） 住民福祉課税務保険係（内線2161）

固 定 資 産 税 …… 税務課固定資産税係（内線1070） 住民福祉課税務保険係（内線2161）

都 市 計 画 税 …… 税務課固定資産税係（内線1070） 住民福祉課税務保険係（内線2161）

軽 自 動 車 税 …… 税務課諸税証明係（内線1063） 住民福祉課税務保険係（内線2161）

国 民 健 康 保 険 税 …… 税務課諸税証明係（内線1062） 住民福祉課税務保険係（内線2161）

納 税 に つ い て …… 収納課（内線1084） 住民福祉課税務保険係（内線2161）

国 民 年 金 保 険 料 …… 国保年金課医療年金係（内線1117） 住民福祉課税務保険係（内線2122）

介 護 保 険 料 …… 介護高齢課介護保険係（内線1187） 住民福祉課健康介護係（内線2151）

後期高齢者医療保険料 …… 国保年金課医療年金係（内線1119） 住民福祉課税務保険係（内線2122）


